
※事業№は交付金実施計画によるもの

1
井原市成人式におけ
る感染防止対策事業

①井原市成人式の開催にあたり、「新型コロナウイ
ルス感染症予防対策」を実施し、安全を担保する。
②需用費　2,500千円、役務費　300千円
③ＰＣＲ検査キット購入2,500千円（450人×2回）
　 ＰＣＲ検査キット送料　300千円
④令和２年度開催延期分成人式参加予定者、令和
３年度成人式参加予定者

R3.4 R4.1

新型コロナウイルス感染症対策として、参加者及び関係者全員
に検査を実施。
【実施済】
・新型コロナウイルスＰＣＲキット及び抗原検査キット
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,522,290円
・検査キット郵送料　406,734円

1,929,024 1,929,024 0 0 0 生涯学習課

2
地域鉄道運行継続支
援事業

①新型コロナウイルス感染症の影響により、利用者
が大きく減少している地域鉄道事業者の感染防止
対策と運行継続を支援し、地域住民の広域的・幹
線的な移動手段を確保する。
②補助金　7,000千円
③（鉄道の維持95,156千円＋感染防止対策20,000
千円）×補助率1／2×井原市負担割合12.11％
　※岡山県、矢掛町と連携し支援
④県内に本社があり、複数の市町村にまたがる広
域的な路線を運行する地域鉄道事業者

R3.4 R3.11

鉄道の維持に必要な経費及び感染防止対策に必要な経費の一
部を岡山県等と協調支援し、地域鉄道の安全安心な運行を継続
できた。
【輸送人員】
　445,881人(令和3年4月～9月)
 <参考> 426,581人(令和2年4月～9月)

7,000,000 7,000,000 0 0 0 企画振興課

3
キャッシュレス決済活
用消費喚起事業

①新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受けて
いる地域経済を迅速に回復させるため、感染症拡
大防止に対応した非接触型の決済により支払いを
行った消費者にポイント還元を行い、市内での消費
喚起を図る。
②負担金　85,100千円
③第１弾　利用額18,400千円×還元率25％
              ＝4,600千円
　　　　　　 告知及び広報業務等　600千円
　第２弾　 利用額312,000千円×還元率25％
              ＝78,000千円
　　　　　　 告知及び広報業務等　1,700千円
　事務費　200千円
④井原商工会議所への負担金

R3.4 R4.3

新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受けている地域経済を迅速
に回復させるため、感染症拡大防止に対応した非接触型の決済によ
り支払いを行った消費者にポイント還元（25％）を行い、市内での消費
喚起を図った。
【実施主体】
井原市、井原商工会議所
第１弾
【対象】飲食店のみ
【実施期間】
R3.5.1～R3.5.31
※緊急事態宣言のため、5/21早期終了
【還元額】
 4,565,695円
【決済額】
19,936,003円
第２弾
【対象】
消費を喚起すべきではない（病院など）又は消費喚起につながらない
など、適当ではない業種を除く
【実施期間】
R3.11.1～R3.11.30
※想定費用を大幅に上回るため、11/17早期終了
【還元額】
77,905,720円
【決済額】
366,015,343円

84,913,988 84,913,988 0 0 0 商工課
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4
感染拡大防止対策実
践事業者支援事業

①新型コロナウイルス感染症の感染防止対策に取
り組む市内事業者に対し、対策に係る費用を補助
し、感染拡大の防止と経済活動の維持の両立を図
る。
　また、感染防止対策を行った事業者対策が明示
できるチラシやステッカーを提供し、感染防止対策
の見える化の後押しを実施し、消費喚起を図る。
②補助金　8,100千円、需用費　　182千円
　補助対象経費
　・マスクやアクリル板、ビニールカーテンなど、
    飛まつ感染予防
　・キャッシュレス決済端末と連携可能なレジス
　　ター及びこれに付随する周辺機器
　・消毒液等消毒及び殺菌に資する消耗品、非
　　接触体温計、サーモカメラなど、接触感染予
　　防が目的のもの
　・換気扇、サーキュレーター、その他換気又は
　　空気循環が目的のもの
③補助金　100千円×81事業者
　　　　　　　（補助率2/3、補助上限100千円）
　 需用費　チラシ300枚、ステッカー300枚
④対面での接客を伴う事業所等を有する事業者

R3.4 R4.3

新型コロナウイルス感染症の感染防止対策に取り組む市内事
業者に対し、対策に係る費用を補助し、感染拡大の防止と経済
活動の維持の両立を目指した。
また、感染防止対策を行った事業者へ対策が明示できるチラシ
やステッカーを提供し、感染防止対策の見える化の後押しを実
施し、消費喚起を図った。
〇補助金
【実績】
交付件数：137件
(内訳：製造業23、飲食業29、小売業20、建設業11、自動車整備
業7、医療業8、理美容業10、運輸業6、美容業3、福祉業3、娯楽
業3、その他17)
交付額：8,894,000円
【補助対象経費】
 14,721,460円
〇需用費
【実績】
チラシ・ステッカー 各300部配布
【経費】
143，000円

9,037,000 8,282,000 0 755,000 0 商工課

5
貸切バス利用促進事
業

①新型コロナウイルス感染拡大の影響を受けてい
る市内の貸切バス事業者や旅行会社に対し、各業
種に係る新型コロナウイルス対応ガイドラインを遵
守して運行する貸切バスの事業経費を補助し、利
用者が安全に利用できる旅行商品等の造成及び販
売を促し、事業継続支援と消費喚起を図る。
②補助金　24,000千円
③バス1,200台（6か月分×月平均200台）×20千円
④市内に事務所を有する旅行業法第３条の登録を
受けた旅行業務事業者又は道路運送法第３条第１
号ロに規定する一般貸切旅客自動車運送事業者で
ある民間貸切バス事業者

R3.4 R3.12

新型コロナウイルスの感染拡大の影響を受けている市内の貸切
バス事業者や旅行会社に対し、各業種に係る新型コロナウイル
ス対応ガイドラインを遵守して運行する貸切バスの事業経費を
補助し、利用者が安全に利用できる旅行商品等の造成及び販
売を促し、事業継続支援と消費喚起を図った。
【実績】
　5社　 180件   24,000,000円
【補助対象経費】
　88,953,756円
【実施期間】
　R3.4.1～R3.11.15

24,000,000 24,000,000 0 0 0 商工課
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6
井原市観光周遊促進
事業

①アフターコロナを見据え、NHK大河ドラマ「青天を
衝け」における主人公「渋沢栄一」と井原市とのゆ
かり等を情報発信するとともに、コロナ禍での新た
な旅行として、デジタルマップを活用した市内観光
の周遊を促進し、消費喚起を図る。
②委託料6,000千円、 補助金3,000千円
③委託料
　・パネル等の展示会　3,000千円
　 　 井原市文化財センター展示ブース設置
　・ポスター、ＷＥＢページ等の作成　3,000千円
　補助金
　 ・デジタルマップへのサイクリングルートの掲載
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　375千円
　 ・井原鉄道井原駅への電動アシスト自転車の
　　配備
　　　（レンタサイクル用5台）　825千円
　 ・サイクリングルート利用促進に向けたＰＲ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,800千円
④井原市文化財センター、井原市観光協会、市民、
観光客

R3.4 R4.1

■渋沢栄一ゆかりの地“井原”ＰＲ　5,959,800円
　今年、ＮＨＫ大河ドラマ「青天を衝け」にて井原市が場面として取り
上げられ、井原市が全国に紹介された。主人公の渋沢栄一と井原市
とのゆかりや関係する偉人・ゆかりの地について情報発信し、交流人
口の創出を図った。
【内容】
・ＮＨＫとタイアップしたポスター、リーフレット作成
・文化財センター特別展
　開催期間：Ｒ3.7.1～Ｒ4.1.30
・ＷＥＢページにおいて渋沢栄一と井原の関わりを紹介
■サイクリングの促進　3,000,000円
コロナ禍にあって、「密」を避けながら広範囲を移動できるレンタサイ
クルを本市の玄関口である井原駅に配備した。
また、観光客や市民の市内での周遊を促すべく、市内サイクリング
ルートのデジタルマップへの掲載やメディアでの周知を図った。
【実施主体】
井原市観光協会
【実績】
・電動アシスト付自転車の配備（5台）
・井原市観光デジタルマップへのサイクリングルート掲載（5ルート）
・サイクリングパンフレット制作・配布（10,000部）
・タウン情報誌（R3.5）へのサイクリング特集記事の掲載
・岡山観光ＷＥＢへの掲載

8,959,800 8,959,800 0 0 0
観光交流課

文化スポーツ課

7
移住・交流人口拡大
事業

①ウィズコロナやアフターコロナを見据え、移住・定
住支援ポータルサイトの改修、機能追加を行うとと
ともに、本市の魅力を発信する番組を制作し放送す
ることで、移住・定住・交流人口の拡大を図る。
②委託料　7,000千円
　 役務費　1,100千円
③委託料
　 移住・定住支援ポータルサイト再構築委託料
                                               　7,000千円
 　役務費
   魅力発信番組制作広告料　1,100千円
④市民、移住希望者など

R3.7 R4.3

■移住・定住支援ポータルサイトの再構築
　ウィズコロナ・アフターコロナを見据え、リモートツアーや分野別検索機
能、魅力紹介動画を制作するなど、移住・定住支援ポータルサイトを生活
環境の変化や移住者のニーズに沿った最新の内容に再構築した。
【委託事業者】
　株式会社アスコン
【委託金額】
　6,991,286円
【井原市移住定住ポータルサイト  井原Life】
　https://ibaragurashi.jp
■魅力発信番組の制作 1,100,000円
コロナ禍にあって、本市の認知度向上や交流人口の増加等を図るべく、本
市が有する特産品や優れた地域資源の魅力を発信する番組を制作し、近
隣エリアを中心に放送を行った。
【番組名】
旅番組「わがまま！気まま！旅気分！／日本初を探せ！岡山スゴイまち
発見ツアー！」
【放送局／日時／視聴率】
・岡山放送（ＯＨＫ）／Ｒ3.7.10　13:00～13:55／4.1％
・ＢＳフジ　　　　　／Ｒ3.7.10　 6:00～ 6:55／なし
・テレビ新広島　　　／Ｒ3.7.10　12:00～12:55／3.7％
・山陰中央テレビ　　／Ｒ3.7.10　14:00～14:55／4.3％
・テレビ愛媛　　　　／Ｒ3.7.18　16:00～16:55／2.2％
・高知さんさんテレビ／Ｒ3.7.11　13:50～14:45／3.8％
・関西テレビ　　　　／Ｒ3.7.26　 4:29～ 5:25／1.3％
【内容】
井原鉄道のアート列車、井原デニム、渋沢栄一ゆかりの地、美星の星空を
紹介する内容

8,091,286 8,091,286 0 0 0
企画振興課
観光交流課
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8
新型コロナウイルス
感染症対策用災害備
蓄物資整備事業

①災害時における指定避難所での感染防止と衛生
環境の保持を図る。
②需用費　13,500千円
③災害避難所用間仕切り
　　簡易テント90張　4,587千円
　　パーテーション370張　7,631千円
　　感染症対策用災害備蓄物資　1,282千円
④避難者

R3.7 R4.1

指定避難所での長期避難が発生した場合、避難所内で密集・密
接した状況が続くため、新型コロナウイルス感染症の感染リスク
の低減対策や避難生活でのプライバシーの確保を図る必要が
あるが、対策に必要となる「間仕切り」が不足しており、国の支援
に依存している状態であった。「間仕切り」の整備により、長期避
難時における感染症対策にも市単独で即応できる体制を構築し
た。
【間仕切り整備数】
間仕切り（簡易テント）90張
間仕切り（パーテーション）370張
【納品】
R3.8.25

12,768,521 12,768,521 0 0 0 危機管理課

9
葡萄浪漫館感染防止
対策事業

①地場産品である葡萄の繁盛期に葡萄直売所「葡
萄浪漫館」の感染リスクの抑制と地場産品の販売
促進を図る。
②補助金　1,381千円
③仮設テントレンタル一式　1,381千円
④ぶどうの里運営協議会

R3.7 R3.11

葡萄浪漫館におけるぶどう出荷時期の来館者の混雑を回避す
るため、屋外テントを設置し、売り場面積を拡大することで感染
症拡大防止を図り、安心・安全な運営を行った。
【屋外テントレンタル一式】
テント8張(3間×5間 4張、2間×3間 4張)
ウエイト、横幕、雨樋、ｽﾎﾟｯﾄｸｰﾗｰ
【実施期間】
Ｒ3.7.8～10.25

1,380,500 1,380,500 0 0 0 農林課

10
体育施設感染防止対
策事業

①体育施設の券売機を非接触型でキャッシュレス
決済機能のある券売機に更新することで、感染リス
クの抑制を図る。
②備品購入費　9,000千円
③井原市グランドゴルフ場券売機１台 3,000千円
　 井原市B&G井原海洋センター券売機１台
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  3,000千円
　 井原市芳井健康増進福祉施設券売機１台
                                                    3,000千円
④井原市グランドゴルフ場、井原市B&G井原海洋セ
ンター、 井原市芳井健康増進福祉施設

R3.7 R4.3

非接触型でキャッシュレス決済機能に対応した券売機を下記３
施設に導入し、非接触による新型コロナウイルス感染症の感染
防止対策を行った。
【券売機の導入】
　・井原市グラウンド・ゴルフ場1台　2,438,700円
　・Ｂ＆Ｇ井原海洋センター1台　2,555,300円
　・芳井健康増進施設あすわ1台　2,530,000円
【光回線工事手数料】
　・井原市グラウンド・ゴルフ場　20,680円
　・Ｂ＆Ｇ井原海洋センター　20,680円

7,565,360 7,565,360 0 0 0
文化スポーツ課

芳井振興課

11
生涯学習施設Web会
議環境整備事業

①生涯学習施設にWeb会議やWeb講座を行うこと
ができるようインターネット環境及び機材の整備を
行うことで、利用者の感染拡大の防止を図る。
②委託料　374千円
　 備品購入費　401千円
③委託料
　 インターネット設備増設　374千円
　 備品購入費
　 ディスプレイ２台、WiFiルーター４台　401千円
④アクティブライフ井原、芳井生涯学習センター

R3.7 R3.8
アクティブライフ井原及び井原市芳井生涯学習センターへLAN配
線工事を行うとともに、無線ルーターとディスプレイを整備し、
Web会議環境を整えた。

774,180 774,180 0 0 0 生涯学習課
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12
いばらぶ♡学生エー
ル便

①新型コロナウイルスの影響で経済的困窮や感
染、生活への不安を抱えている本市出身の大学生
等を支援するとともに、郷土愛を育む。
②報酬　469千円
　 報償費　18千円
　 旅費　14千円
　 需用費　7,905千円
　 役務費　1,144千円
③報酬
　 パートタイム会計年度任用職員２人　469千円
　 報償費　記念品代 18千円
　 旅費
　 パートタイム会計年度任用職員通勤費用弁償
                                                       14千円
　 需用費
　 商品購入（地場産品、ＱＵＯカード）776人分
                                                　7,905千円
　 役務費　送料776人分　1,144千円
④本市出身で学校教育法に規定する大学（短大、
大学院含む）、高等専門学校（第４学年、第５学年
及び専攻科に限る）、専修学校（専門課程に限る）
の学生

R3.6 R3.10

本市出身の学生が、新型コロナウイルスの影響での経済的困
窮、感染や生活への不安があるなか、地場産品等を送付し心と
生活を支えることで、ふるさと井原への郷土愛を育むとともに、コ
ロナ禍で苦しむ事業者への支援にも繋がった。
【内容】
地場産品(米、食品)、デニムペンケース、ＱＵＯカード等の支援
品を学生に届けた。
【申込者数】
776件

9,549,324 9,549,324 0 0 0 企画振興課

13
ワーケーション推進事
業

①市所有の宿泊施設を活用したワーケーション推
進及び施設内での感染拡大防止のための環境整
備を行うことで、都市部からの関係人口の創出及び
地域経済の再興を図る。
②委託料　7,000千円
③指定管理者への施設整備委託料 7,000千円
　 トイレ・洗面台・厨房改修、エアコン整備等
④星の郷アクティブヴィラ「ペンションコメット」（指定
管理者：美星町観光協会）

R3.7 R3.12

星空ペンションコメットにおいて、新型コロナウイルス感染症対策と、新たな
働き方であるワーケーションの拠点施設として利用者がより快適にテレ
ワークに取り組むことができる環境を整備した。
【整備内容】
・トイレの多目的化
・食堂キッチンパネル設置
・脱衣室洗面台非接触型対応
・厨房床面塗装
・エアコン取替工事
・洗濯乾燥機設置
・テレビ設置　　　　等

7,000,000 7,000,000 0 0 0 美星振興課

14
観光土産品開発支援
事業

①アフターコロナを見据え、新たな観光土産品の開
発や既存商品のブラッシュアップを図ることで、地域
消費の拡大はもとより、本市の認知度やイメージ向
上を図る。
②補助金　3,000千円
  補助対象経費
　・試作品作成に必要な消耗品費、原材料費、機械
器具
　　費、備品購入費
　・新商品のデザインや技術開発などの委託料等
③300千円×10事業者（補助率1/2、補助上限300
千円）
④市内に住所を有する者（団体、事業者）

R3.7 R4.3

コロナ禍にあって、市内の観光消費額の増加はもとより、本市の認知度や
イメージの向上を図ることを目的に、本市の伝統ある地場産品や市内で生
産された農畜産物などの優れた産品を活用し、新たな観光土産品の開発
や既存の観光土産品のブラッシュアップに取り組む者に補助金を交付し
た。
【募集期間】
Ｒ3.7.15～Ｒ3.12.28
【交付件数】
６件

1,382,000 1,382,000 0 0 0 観光交流課
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15
観光交流拠点整備事
業

①観光拠点、市民の交流の場である井原駅ビルの
空気循環と換気の強化を図り、新型コロナウイルス
感染症の感染防止と拡大リスクの低減を図る。
②工事請負費　24,750千円
③井原駅ビル空調設備整備工事　24,750千円
④井原駅ビル

R3.7 R3.11

井原駅ビルコミュニティーホールには売店・飲食店等があり、各
種イベントが開かれるなど鉄道利用者以外にも数多く利用され
ている。
不特定多数の人が利用するホール内店舗等の人が密になりや
すい箇所を中心に空調設備室内機を設置し、空気循環を作るこ
とにより換気の強化を図り、新型コロナウイルス感染症の拡大リ
スクの低減を図った。
【空調設備】
室内機18台を更新・新設
【空調設備改修工事にかかる費用】
24,750,000円

24,750,000 24,750,000 0 0 0 都市施設課

16
保育対策事業費補助
金

①保育所等において、感染症に対する強い体制を
整え、感染症対策を徹底しつつ、事業の継続を図
る。
②補助金　6,000千円
　 補助対象経費
　新型コロナウイルスの感染防止を図るために必要
な物品等の購入経費及び事業を継続的に実施する
ために要する経費等で、次に掲げるもの。
　 (1)マスク、消毒液等の物品
 　(2)空気清浄機、体温計等の備品
 　(3)施設等の消毒にかかる費用
 　(4)勤務時間外に行う消毒、清掃等の超過勤務
　　　手当などのかかり増し経費
③利用定員19人以下
　　 300千円(補助上限)×4施設＝1,200千円
　利用定員20人～59人以下
     400千円(補助上限)×2施設＝800千円
　利用定員60人以下
     500千円(補助上限)×8施設＝4,000千円
④市内保育園9施設、小規模保育事業所2施設、認
可外保育施設3施設

R3.4 R4.3

保育所等において、新型コロナウイルス感染症に対する強い体
制を整え、感染症対策を徹底しつつ、事業を継続的に提供して
いくために必要となる経費の補助を行い、感染症防止対策に努
めた。

【対象施設】
　保育園　　　　　　 　（公立2、私立7）   4,400千円
　小規模保育事業所 （公立1、私立1）　　600千円
　合計　　　　　      　                       　5,000千円

【実施期間】
　R3.4.1～R4.3.31

5,000,000 2,500,000 2,500,000 0 0 子育て支援課
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17
子ども・子育て支援交
付金

①地域子ども・子育て支援事業において、感染症に対する
強い体制を整え、感染症対策を徹底しつつ、事業の継続を
図る。
②補助金　14,100千円
　 補助対象経費
　新型コロナウイルスの感染防止を図るために必要な物品
等の購入経費及び事業を継続的に実施するために要する
経費等で、次に掲げるもの。
　 (1)マスク、消毒液等の物品
 　(2)空気清浄機、体温計等の備品
 　(3)施設等の消毒にかかる費用
 　(4)勤務時間外に行う消毒、清掃等の超過勤務手当
       などのかかり増し経費
③④放課後児童クラブ
　　利用定員20人～59人以下
　　　　400千円(補助上限)×17施設＝6,800千円
　延長保育事業
　　利用定員20人～59人以下
　　　　200千円(補助上限)×1施設＝200千円
　　利用定員60人以上
　　　　250千円(補助上限)×8施設＝2,000千円
　地域子育て支援拠点事業
　　　　300千円(補助上限)×7施設＝2,100千円
　一時預かり事業
　　　　300千円(補助上限)×9施設＝2,700千円
　病児保育事業
　　　　300千円(補助上限)×1施設＝300千円

R3.4 R4.3

地域子ども・子育て支援事業において、新型コロナウイルス感染
症に対する強い体制を整え、感染症対策を徹底しつつ、事業を
継続的に提供していくために必要となる経費の補助を行い、感
染症防止対策に努めた。

【対象事業】
　放課後児童クラブ　　   　（17ｸﾗﾌﾞ） 　  5,869千円
　延長保育事業　　（公立2、私立7）　　 2,200千円
　地域子育て支援拠点事業
　　　　　　　　       　（公立6、私立1） 　 2,093千円
　一時預かり事業　 （公立2、私立7）　　2,700千円
　病児保育事業　　　　　     （私立1）　　　300千円
  合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　13,162千円

【実施期間】
　R3.4.1～R4.3.31

13,162,000 4,388,000 4,387,000 0 4,387,000 子育て支援課

18 病院事業会計繰出金

①新型コロナウイルス感染症患者及び疑い患者等
を受入れる医療従事者のうち帰宅困難者の宿泊施
設の確保を図り、医療体制の充実を図る。
②繰出金　25,740千円
③病院事業会計に繰り出し、医師・看護師等の感
染症対応時の宿泊施設として活用するため、老朽
化した官舎の再整備に要する費用を交付対象経費
とする。
④井原市民病院官舎

R3.4 R4.1

市民病院官舎を改修し、医師や看護師等の職員がコロナウイル
ス対応後に帰宅できない場合の宿泊場所として活用している。
【工事概要】
　Ａ棟　外壁改修　1,148㎡
　　　　屋根改修　　141.6㎡
　　　　電気温水器改修　7台
　Ｂ棟　外壁改修　　504㎡
　　　　屋根改修　　 76.2㎡
　　　　電気温水器改修　6台
　　　　流し台改修　　　2台

25,740,000 25,740,000 0 0 0
市民病院

健康医療課
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19
公共施設衛生器具改
修事業

①新型コロナウイルス感染症対策として、広域かつ不特定
多数の利用が見込まれる市内公共施設のうち、ホールを有
する市民文化系施設並びにそれに準ずる会議室を有する
施設のトイレの手洗いを自動水栓に、また便器を自動洗浄
に更新し、安心して利用できるよう環境整備を行う。
②需用費 修繕料　22,500千円
③アクティブライフ井原　5,900千円
　　・自動水栓（手洗い）　27箇所
　　・自動洗浄システム（洋式便器） 15箇所
　芳井生涯学習センター　4,100千円
　　・自動水栓（手洗い）　20箇所
　　・自動洗浄システム（洋式便器） 12箇所
　地場産業振興センター　10,000千円
　　・自動水栓（手洗い）　21箇所
　　・自動洗浄システム（小便器） 8箇所
　　・自動洗浄システム（洋式便器） 18箇所
　市民活動センター　1,000千円
　　・自動水栓（手洗い）　1箇所
　　・自動洗浄システム（洋式便器） 3箇所
　サンサン交流館　1,500千円
　　・自動水栓（手洗い）　2箇所
　　・自動洗浄システム（洋式便器） 16箇所
④アクティブライフ井原、芳井生涯学習センター、地場産業
振興センター、市民活動センター、サンサン交流館

R3.10 R4.10

新型コロナウイルス感染症対策として、広域かつ不特定多数の
利用が見込まれる市内公共施設のうち、ホールを有する市民文
化系施設並びにそれに準ずる会議室を有する施設のトイレの手
洗いを自動水栓に、また便器を自動洗浄に更新し、安心して利
用できるよう環境整備を行った。
①アクティブライフ井原　5,720,000円
　・自動水栓（手洗い）　27箇所
　・自動洗浄システム（洋式便器） 15箇所
②芳井生涯学習センター　3,795,000円
　・自動水栓（手洗い）　20箇所
　・自動洗浄システム（洋式便器） 12箇所
③地場産業振興センター　5,940,000円
　・自動水栓（手洗い）　21箇所
　・自動洗浄システム（小便器） 8箇所
　・自動洗浄システム（洋式便器） 18箇所
④市民活動センター　715,000円
　・自動水栓（手洗い）　1箇所
　・自動洗浄システム（洋式便器） 3箇所
⑤サンサン交流館　1,320,000円
　・自動水栓（手洗い）　2箇所
　・自動洗浄システム（洋式便器） 16箇所

17,490,000 14,055,000 0 3,435,000 0

生涯学習課
商工課

市民活動推進課
福祉課

22
販路開拓・販売促進
支援事業補助金

①市内に事業所を有するコロナ禍により売上が減
少している中小企業者が、ウィズコロナ・アフターコ
ロナを見据えた販路開拓・販売促進への取り組み
を支援する。
②補助金　15,000千円
  補助対象経費
　・自社ホームページの開設、ネット販売システムの
構築
　　等に係る委託料
　・広告宣伝費
　・展示会出展等に出展する経費
　・販促物の作成に係る経費
　・クラウドファンディング利用に係る経費
③500千円×30事業者（補助率2/3、補助上限500
千円）
④売上が減少している中小企業基本法（昭和３８年
法律第１５４号）第２条第１項に規定する中小企業
者で市内に事業所を有するもの。

R3.10 R4.3

市内に事業所を有するコロナ禍により売上が減少している中小
企業者が、ウィズコロナ～アフターコロナを見据え、新たにＥＣサ
イト販売や展示会への出展等の販路開拓への取り組みや新た
な顧客を獲得するための販売促進への取り組みを支援した。
【実施期間】
R3.10.1～R4.1.31
【実績】
交付件数：47件
交付金額：16,680,000円
【補助対象経費】
  28,682,469円

16,680,000 15,000,000 0 1,680,000 0 商工課
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23
いばらプレミアム付商
品券事業

①新型コロナウイルス感染症の影響を受けている
地域経済を迅速に回復させるため、プレミアムを付
与した商品券を販売し、市内での消費喚起を図る。
②負担金　101,000千円
③全店舗共通の20％のプレミア付き商品券と大型
店舗では使用できない30％のプレミア付き商品券
の2種類を販売する。
　　プレミアム負担分
　　　2千円×17,000冊＝34,000千円
　　　3千円×17,000冊＝51,000千円
　　印刷製本費
　　 （商品券）115.5円×34,000冊＝3,927千円
　　 （チラシ）7.7円×14,000枚＝108千円
　　 （加盟店リスト）7.7円×10,000枚＝77千円
　　 （ステッカー）154円×500枚＝77千円
　　 （封筒）10円×10,000枚＝100千円
　通信運搬費　1,250千円
　　その他経費（井原商工会議所事務費、警備
　　費用、換金手数料等）10,461千円
　　（休日金庫対応、井原商工会議所事務費等）
④井原商工会議所への負担金

R3.9 R4.3

新型コロナウイルス感染症の影響を受けている地域経済を迅速
に回復させるため、プレミアムを付与した商品券を販売し、市内
での消費喚起を図った。
【実施主体】
井原市、井原商工会議所
【商品券】
A券(13,000円分)とB券(12,000円分)の冊子を各17,000冊発行
A券B券合わせて1人3セットまで購入可能
販売価格はどちらも10,000円
A券は大規模小売店舗及び大企業(みなし大企業含む)では使用
不可
【実績】
購入人数　　11,368人
A券　　　　 　16,577冊
B券　　　　 　16,739冊

99,209,575 99,209,575 0 0 0 商工課

24
市民等への感染防止
対策

①幼児・児童・生徒へ不織布マスク等を配布すると
ともに、消防団や保育施設、地域行事等への貸出・
配布用の新型コロナウイルス感染防止対策資材等
を整備し、感染防止対策を図る。
②需用費　9,127千円
　備品購入費　1,400千円
③幼児・児童・生徒への不織布マスク等の配布
　　需用費　不織布マスク、感染予防啓発クリア
　　　　　　　 ファイル及びチラシ等　3,815千円
　消防団への感染防止対策資材の配布
　　需用費　非接触型体温計・消毒液等262千円
　保育施設などへの感染防止対策資材の配備
　　需用費　抗原検査キット 1,650千円
　地域行事等への貸出・配布用の感染防止対策
  資材等
　　需用費　消毒液・マスク等　2,800千円
　　備品購入費　体温検知器11台　2,000千円
④幼児・児童・生徒、消防団員、保育施設従事者、
地域行事に参加する市民等

R3.4 R4.3

■地域行事開催時への感染防止対策資材の貸出
自治会などの地域活動団体が地域で集会やイベント等を実施する場合に、感染防止
対策に係る資材の貸出を実施。
【期間】5月6日～
【貸出資材】マスク・非接触型体温計
　アルコール消毒液・顔認証サーマルカメラセット
【貸出場所】市民活動推進課及び各支所
【資材購入費】3,059,936円
■幼児・児童への感染予防啓発事業
集団生活が始まる２学期、３学期及び新学期に合わせて、感染予防対策として、幼児
児童生徒達とその保護者に不織布マスクまたは衛生セットを配布した。またマスク配
布に合わせて、基本的な感染予防対策について啓発した。
①【期間】9月2日～10月29日
　 【配布方法】各学校園を通じて配布
    市外通学園の者等は、健康医療課窓口にて配布
   【資材購入費】1,462,126円
②【期間】令和4年1月11日～2月28日
　 【配布方法】各学校園を通じて配布
    市外通学園の者等は、健康医療課窓口にて配布
   【資材購入費】1,391,701円
③【期間】令和4年4月上旬～5月31日
　 【配布方法】各学校園を通じて配布（保護者には衛生セット）
    市外通学園の者等は、健康医療課窓口にて配布
   【資材購入費】3,308,792円
■消防団への感染防止対策資材の配布
感染力の強いオミクロン株の発生により感染状況が悪化する中、消防団活動での感
染防止と感染流行下での活動を支援するため、非接触型体温計と手指消毒液を配
布。
【配布】2月6日
【資材購入費】185,968円

9,408,523 9,013,948 0 394,575 0
健康医療課

市民活動推進課
危機管理課
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25
シティプロモーショ
ン事業

①ウィズコロナ・アフターコロナを見据えた本市のシ
ティプロモーションを推進し、特産品の需要拡大、関
係人口の創出・拡大、移住者の獲得等を図る。
②委託料　8,000千円
③シティプロモーション事業実施業務委託　8,000千
円
④市内外・国内外の人、市内事業者

R3.9 R4.3

アフターコロナを見据えて、既存の情報発信ツールを有効に活用しつつ、
本市の特産品や地域資源、住環境の良さ、愛着や誇りの持てるまちである
ことを市内外に発信するとともに、市民が共感し、まちに誇りと愛着を持っ
て、広く本市の魅力をアピールできるよう、シビックプライドの醸成を図っ
た。
【委託事業者】
　株式会社ビザビ
【事業内容】
・10,000人のラブ☆レタープロジェクト
　井原への思いや愛着、自慢話などをＳＮＳや手紙等で収集し、特設サイト
や１万人のラブレター展を開催するなどの発信を行った。
　＜収集期間＞11月1日(月)～2月28日(月)
　＜投稿数＞　 746通
　１万人のラブレター展
　＜期間＞3月10日（木）～3月30日（水）
　＜場所＞井原駅構内、井原鉄道車両内（全20種類のポスター）
・IBARA STARSリレー
　　カメラガールズが「井原の輝く人(IBARA STARS)」を取材しＳＮＳ等で発
信した。（取材人数：計19名）
・カメラワークショップ
　11月20日(土)、12月12日(日)開催（参加者：計22名）
・photobook「いばら想い」の制作
　投稿いただいたラブレターやカメラガールズの写真を使い、井原市や住ん
でいる人の魅力等を伝えるフリーマガジンを制作した。
　＜制作部数＞30,000部
　＜ 配布先 ＞ 市内全戸への配布及び公共施設等への設置など
・各種広告媒体を使用した情報発信
　プロモーションポスターの制作（150部）
　情報誌を活用した情報発信等

7,977,200 7,977,200 0 0 0 企画振興課

27
公立学校情報機器整
備費補助金

①新型コロナウイルス感染症の影響により臨時休
校を余儀なくされた場合でも授業が継続できるよ
う、児童生徒１人１台整備したタブレット端末を活用
した学習活動の支援をすることにより、ＧＩＧＡスクー
ル構想の実現と教育活動の充実を図る。
②ＧＩＧＡスクール支援員の配置
③委託料　13,800千円
④市内小・中学校及び市立高校の児童・生徒

R3.4 R4.3

新型コロナウイルス感染症対策として、ＧＩＧＡスクール構想によ
り整備した1人1台のタブレット端末を児童生徒が効果的に活用
できるよう、GIGAスクール支援員がサポートすることで、GIGAス
クール構想の実現と教育活動の充実を図った。
【配置校】小中学校・市立高校・大山塾20箇所
【実施期間】R3.4.1～R4.3.31
【人員】6名
【時間】小中学校4日/月、市立高校3日/月（半日）
　　　　 大山塾1日/月（半日）
【業務内容】
　・GIGA端末の設定や動作確認
　・授業における児童生徒への端末操作支援
　・GIGA端末で活用する授業用教材作成支援

13,800,000 6,900,000 6,900,000 0 0 学校教育課

29 行政ＩＣＴ化推進事業

①会議システム等インターネットサービスを活用し
た行政事務のＩＣＴ化により、業務の効率化、経費削
減を図りつつ新型コロナウイルス感染拡大防止を
図る。
②委託料1,000千円、備品購入費11,000千円
③委託料　会議システム導入業務　1,000千円
　 備品購入費
　　タブレット端末50台、無線ルーター10台
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11,000千円
④井原市役所

R3.11 R4.3

井原市役所に無線ＬＡＮを介したインターネット、タブレット端末を
活用したペーパレス会議システムを構築し、業務の効率化、経
費削減を図りつつ、対人接触機会の削減を図ることができ、感
染症拡大防止に寄与した。
・ペーパーレス会議システム構築業務　396,000円
・MDM(集中管理)システム構築業務　137,500円
・タブレット端末50台　9,439,870円
・無線ＬＡＮルーター10台　357,500円
・モバイルルーター20台　199,380円
・タブレット充電保管庫1台　216,150円

10,746,400 10,664,000 0 82,400 0 総務課
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30
井原保健センター・働
く婦人の家感染防止
対策事業

①乳幼児の健診やセミナー会場、そして貸館も行う
井原保健センター・働く婦人の家において、設備の
更新や必要備品の整備により、新型コロナウイルス
感染拡大防止を図る。
②委託料 10,511千円、備品購入費 425千円
③委託料
　　換気機能のある空調設備への更新9,103千円
　　　井原保健センター・働く婦人の家（全館）
　　トイレ・手洗い場の自動水洗化　1,408千円
　　　トイレ９カ所、手洗い場６箇所
　備品購入費
　　高圧蒸気滅菌機１台　425千円
④井原保健センター・働く婦人の家

R3.9 R4.3

■換気機能のある空調設備への更新
体温調節機能が未発達な乳幼児など様々な世代の市民が利用
される井原保健センター・働く婦人の家について、感染防止対策
のために換気を十分に行いつつ、室内の温度調整が可能な空
調設備に更新した。
①【期間】9月30日～10月29日
　 【委託料】4,427,500円
　 【整備箇所】12箇所
②【期間】令和4年1月13日～3月31日
　 【委託料】4,235,000円
　 【整備箇所】6箇所
■手洗い場の自動水栓化　1,408,000円
手洗い器を自動水栓に更新し、安心して利用できるよう環境整
備を行った。
・トイレ内手洗い場　9箇所
・手洗い場　6箇所
【期間】R3.12.23～R4.3.22
■乳幼児の健診や集団予防接種等において使用する物品の殺
菌対策を施すため高圧蒸気滅菌機を整備した。
　 【備品購入費】424,600円

10,495,100 10,495,100 0 0 0
健康医療課

商工課

31
事業所応援一時支援
金

①新型コロナウイルス感染拡大による外出機会の減少による影響を受
け、長期にわたり厳しい経営状況が続いている事業者に対し、支援金
を給付し、事業の継続を支援する。
②支援金　22,000千円
③支援金
　法人　200千円×70件＝14,000千円
　個人事業主　100千円×80件＝8,000千円
④外出機会の減少による影響を受け、令和３年の７月、８月又は９月の
売上が令和元年比又は令和２年比で３０％以上減少している事業者
で、次の(1)～(7)のいずれにも該当すること。
(1)市内に事業所を有する法人又は個人事業主
(2)外出機会の減少による影響を受けた次のいずれかに該当する事業
を営み、かつその事業の売上が最も大きいこと
(ア)飲食店を営む事業者
(イ)アの事業者と当該飲食店の営業に関して直接又は間接の取引があ
る事業者
(ウ)主に対面で個人向けに商品又はサービスの提供を行う事業者
(エ)ウの事業者と直接の取引がある事業者
(3)都道府県による令和３年７月から９月における休業若しくは営業時間
短縮の要請に伴う協力金を受給していない又は今後も受給する予定が
ないこと
(4)都道府県による新型インフルエンザ等対策特別措置法第４５条第３
項に基づく休業若しくは営業時間短縮に係る命令の前提となる口頭指
導又は文書の事前通知を受けていないこと
(5)新型コロナウイルス感染拡大防止のための業種別ガイドラインに
沿った対策を実施していること
(6)国の月次支援金（令和３年７月～９月）の給付を受けていることが確
認できる書類又は岡山県飲食店等一時支援金（第３期）の確認機関（井
原商工会議所、備中西商工会等）が発行する確認通知書の写しを提出
できること
(7)今後も事業を継続する意思があること

R3.11 R4.2

新型コロナウイルス感染拡大による外出機会の減少による影響
を受け、長期にわたり厳しい経営状況が続いている事業者に対
し、その事業の継続を支援するため事業全般に使える支援金を
給付した。
【実施期間】
R3.11.1～R4.1.31
【内容】
国の月次支援金（7～9月のいずれか）の交付を受けた又は岡山
県の飲食店等一時支援金（第3期）の事前確認通知書の交付を
受けた事業者に対し、法人200千円、個人事業主100千円を交付
した。
【実績】
交付件数：法人52件、個人事業主71件）
（業種別内訳：小売業55、サービス業21、製造業13、建設業7、
飲食業5、医療業5、理美容業5、卸売業2、その他10）
交付金額 17,500,000円

17,500,000 15,469,000 0 2,031,000 0 商工課
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32
市立高等学校ＩＣＴ学
習推進事業

①短焦点液晶プロジェクターを未整備教室に整備
し、新型コロナウイルス感染症の影響による家庭学
習、遠隔学習など新しい学習様式に対応すること
で、学習効果の向上を図る。
②備品購入費　1,276千円
③情報室、理科室、音楽室、家庭科室へ短焦点液
晶プロジェクターを整備（4セット）　1,276千円
④井原市立高等学校

R3.10 R3.12

１台あたり319千円の短焦点液晶プロジェクターを未整備の情報
室、理科室、音楽室、家庭科室に設置することで、特別教室で行
う授業について、家庭学習、遠隔学習等の新しい学習様式に対
応することが出来た。

1,276,000 1,276,000 0 0 0 市立高校

34
学校園における感染
防止対策事業

①市内の学校園に新型コロナウイルス感染症対策
として必要な物品を配備することで感染症対策の強
化を図る。
②需用費 2,000千円、備品購入費 6,000千円
③需用費
　　自動手指消毒器、乾電池、手指用消毒液
                                             　2,000千円
　備品購入費
　　顔認証型非接触式検温計（ACアダプター、
    ポールスタンド含む）　6,000千円
④市内幼稚園(13園)、小学校(13校)、中学校(5校)、
市立高校(1校)、大山塾(1校)

R3.12 R4.3

市内の学校園に新型コロナウイルス感染症対策物品を配備す
ることにより、感染症対策の強化を図った。
【対象施設】
市内幼稚園（13園）、小学校（13校）、中学校（13校）、市立高校、
大山塾
【配布物】
自動手指消毒器、乾電池、アルコール消毒液、顔認証型非接触
式検温計（ACアダプター、ポールスタンド含む）
【費用】
自動手指消毒器　531,792円（178台）
アルコール消毒液　191,862円（76個）
顔認証型非接触式検温計　1,426,590円（33台）

2,150,244 2,150,244 0 0 0
教育総務課
学校教育課

35
庁舎等公共施設感染
防止対策事業

①公共施設窓口等へ飛沫防止パネルを整備し窓
口対応における感染防止を図る。また、封入封か
ん機を導入し郵便等の封入作業における複数名で
の作業時間を減らすとともに、郵便料金計器の導
入により複数名で実施していた料金別郵便発送数
の確認作業を省略し密になる作業を減らすことによ
り新型コロナウイルス感染症の拡大防止を図る。
②需用費 3,000千円、備品購入費 5,830千円
③需用費
　　飛沫防止パネル（窓口、会議室、応接室等）
     200個  1,694千円
　　折りたたみ飛沫防止パネル（貸出用）30個
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　258千円
　　飛沫防止パネル（演台用）26個　1,048千円
　備品購入費
　　封入封かん機１台 2,530千円
　　郵便料金計器１台 3,300千円
④地方公共団体

R3.11 R4.3

各公共施設窓口、会議室演台、持ち出し用の飛沫防止パネルを
整備し、飛沫拡散による感染を防止することができた。
また、これまで複数人が狭小な部屋で作業していた郵便物の封
入・封かん、郵便物の確認作業に関して、封入封かん機、郵便
料金計器を導入することにより自動化を図り、密になる作業を減
らすことができた。

・飛沫防止パネル
　（窓口用200　貸出用30個　　演台用26個）
・封入封かん機
・郵便料金計器

7,814,950 7,814,950 0 0 0 総務課
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36
学校ＩＣＴスクールサ
ポート体制整備事業

①新型コロナウイルス感染症対策としてＩＣＴ機器の
利用による蜜を避けた授業等を実施できるよう、知
見者を学校へ配置することにより、教育活動の充実
を図る。
②学校ＩＣＴ支援員の配置
③委託料　12,600千円
④市内小・中学校及び市立高校の児童・生徒及び
教職員

R3.4 R4.3

新型コロナウイルス感染症対策としてICT機器の利用による密を
避けた授業等を実施できるよう、ICT支援員を学校へ配置するこ
とで、教育活動の充実を図った。
【配置校】小中学校・市立高校・大山塾20箇所
【実施期間】R3.4.1～R4.3.31
【人員】6名
【時間】小中学校4日/月、市立高校3日/月（半日）
　　　　 大山塾1日/月（半日）
【業務内容】
　・授業開始前後のICT機器の設定や動作確認
　・ICT機器、教育用ソフトフェアなどの操作マニュアル作成
　・システムの年度更新補助　など

12,600,000 12,600,000 0 0 0 学校教育課

37
学校保健特別対策事
業費補助金

①市内の学校に新型コロナウイルス感染防止対策
物品を備えることにより、感染リスクの低減と健全な
教育活動の継続を図る。
②需用費　6,947千円、備品購入費5,416千円
　 委託料　2,703千円
③各校の現場の状況に応じた感染防止対策を実施
　需用費
　　マスク・消毒液等（市内小・中・高校 計19校）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 6,948千円
  備品購入費
　　足踏み式ボトルスタンド、卓上煮沸消毒器等
　　（市内小・中・高校 計19校）　5,416千円
　委託料
　　市内小学校（13校）校内消毒作業委託
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2,703千円
④市内小学校(13校)、中学校(5校)、市立高等学校
（1校）

R4.3 R5.3

市内の学校に新型コロナウイルス感染防止対策物品を備えると
ともに、学校内の消毒作業を行うなど、感染リスクの低減と健全
な教育活動の継続を図った。

対象施設：市内19校
　　　　　　（小学校13校、中学校5校、市立高等学校1校）
　　　　　　※消毒作業は、小学校のみ
主な配備物品：
　　　・アルコール消毒液
　　　・使い捨て手袋
　　　・スプレーボトル
　　　・学習用タブレット端末に対応したプリンター
　　　・網戸
　　　・大型扇風機
　　　・パーテーション
　　　・パルスオキシメーター　など
消毒作業委託実績：
　　実施校：市内13小学校
　　実施時期：令和4年4月～令和5年3月

15,433,406 6,000,000 7,270,000 2,163,406 0 教育総務課

495,584,381 459,599,000 21,057,000 10,541,381 4,387,000合　　　計


